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◆小中学校普通教室への空調設備設置、洋式トイレに改修を◆ 

  

 

なぜ？それで良いのでしょうか？                                     

 

 

 

 

 

 

 

◆高齢者就労機会の開拓、交通弱者対策を◆ 
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守りたい! あなたのいのち、生活を!! 

    

 

 

 

 

定年退職後の夫婦 2人に必要な生活費は、1 ヶ月で 27万 8千円。シルバー人材センターやハローワークとの連携によって

退職シニアの多彩な働き方の支援が必要では。ふれあいバス、コミュニティバスのこれまでの赤字は 8千万円。交通弱

者対策としてデマンドタクシー（予約型運行形態の輸送サービス）など他の交通手段の検討が必要な時期を迎えているのでは 

10月市議選において 2,141票でトップ当選。2期目も市民から信頼される議員目指し 

市民の生の声を市政に届けます。  

来年度は国の学校施設環境改善交付金約 7 千 9 百万によって市内小

学校 11校特別教室（技術室のぞく音楽室など）にエアコン設置、老朽化し

た教職員室のエアコン取り換えを実施予定。 

 

 

 
（市の回答）                           

●災害時に特別教室が避難場所になる。           

●すでに扇風機が各教室に設置されている。            

●子どもたちの将来を考えた時に、どんな環境でも適応で

きる適応能力を養っておく必要がある。などの理由によって

エアコン設置は熟慮を重ねる必要がある。         

との回答でした。                           

●トイレの洋式化に関しては、来年度第 2次改修計画を

予定している。（現在小中学校の校舎で和式５２４基、洋

式４８９基。体育館で和式５９基、洋式５０基） 

 

（市の回答に対して質問）                                   

○子どもたちが最も長く生活する場は、普通教室である。   

○他の自治体がエアコン設置に踏み切っている状況下である

のは、子どもの健康維持と、学習環境を整えるために必要だと

判断しているのではないか。（表１）                        

○現場の声（教職員、児童・生徒、保護者）を聞く必要がある

のではないか。各教室に設置されている扇風機は熱風をかき

混ぜるだけなのでは。（図１）                        

○現在の地球温暖化による夏の暑さは 3０度越える日もあり、

それに耐えるという精神論は通用しない。子どもの健康状態を

維持し、学習意欲を高めるためにエアコンは必要ではないか。                                                            

〇洋式トイレを使う環境に慣れている児童・生徒が多く、洋式ト

イレが少ないことによって子どもの排泄に影響を及ぼす。学校は

災害時の避難場所にもなることを考えると和式トイレの洋式化

は必要な時期に来ているのではないか。 

 

 

（図１）  扇風機 

各教室に 4機ずつ設置    

平成 28年 7月は、30℃

越える日は 22日あった 

 

 

一般質問 

 

（表１）

１ 



                                              

平成 29年 10月からマイナンバーカードを利用した証明書等（住民票・印鑑証明書・税証明）の

コンビニ交付を開始することに伴い条例（宗像市印鑑条例及び宗像市手数料条例）を一部改正。 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例 公明含む１５：４ 賛成多数で可決 

             自由の森遊歩道を守る会、自由ヶ丘青少年育成部会のコラボで実施した親子門松づくり。地         

の         くり。地域のボランティア、校長先生や小学生とその保護者が、にぎやかに門松づ               

材料        くりを行いました。材料の竹、南天は自由の森で採れたもの。自由ヶ丘に住む方々        

すばらしさ     の知恵が豊富であることに改めて気づかされ、こうした世代間交流を活発に行うた              

他目に度量区    めに努力して下さる方がいることに感謝した 1 日でした。 （当日出来上がった門松） 

     出会い 

 

語らい 

議会トピックス 

 

コンビニ交付によって何が変わる？ 

 

 

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｶｰﾄﾞ交付枚数を、平成 30年末までに現在の約 8千枚から 2万枚への増を目指す。 

●交付手数料、証明書 1 通あたりにかかる経費は窓口交付より 50円安くなる。                 

●全国のコンビニエンスストア（ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ・ﾛｰｿﾝ・ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ）で長時間（6:30～23:00）の交付が可能。       

●反対意見で危惧された個人情報保護対策として証明書の改ざん偽造防止対策、専用回線の利用、          

ﾃﾞｰﾀの暗号化などの個人情報の漏えい防止対策を講じている。                                                       

●自動交付機は、リース期間終了後の約 3年をめどに廃止する。         

 

公明党の取り組み 

 

 

給付型奨学金 

公明党が半世紀前に

国会で提案し、一貫し

て推進した返済不要の

給付型奨学金が具体

化 

 

 

 

この法案が通り、1年以内に実施法を作ら                      

なければカジノはできません。また自分の                          

自治体に造る場合、首長が申請すること                      

また市議会の同意が必要です。メリットと                    し

として高い経済効果、大型複合施設の整                     

備による設備投資で新たな雇用が生まれ                     

多くの訪日外国人観光客を呼び込むこと                    

で地域経済の活性化を産むこと、デメリッ                     

トとしてギャンブル依存症の人が増え、地                      

域の治安悪化、青少年への影響が懸念さ                    

れます。公明党は、この法案には自主投票。                            

デメリットであるギャンブル依存症対策強化                  、

「実施法」への国民的な議論を尽くすなど                    

を付帯決議に盛り込みました。                                                                           

 

 

ＩＲ法 

 

ＩＲ法とは、カジノ含む

統合型リゾート推進法

のことです。 

 

 


